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研究の背景と目的
世界的に見ると，第二次世界大戦後に大量に建
設された住宅団地では，バンダリズム等の発生が
多く，その住棟規模や配置計画上の問題が指摘さ
れている．その様な場合，団地によっては解体や
建替えが行われている．一方，第二次世界大戦以
前の住宅団地は，概ね建設当時のまま使い続けら
れている．この違いは，空間的特質がその一因と
して挙げられるのではないかという仮説から，第
二次世界大戦以前の住宅団地の空間の特質を調査
した．第二次世界大戦以前のクルップ社の従業員
住宅地の集大成であり，ドイツ田園都市協会が田
園都市と認定するマルガレーテンヘーエを分析
し，同団地の都市景観の特質と持続して使い続け
られている要因を明らかにする．
調査研究の方法と調査の範囲
現地調査を 2012 年 3 月に行い，主として街路
空間の様子を写真に記録した．また，完成直後の
配置計画図を基に，その後の爆撃被害の修復時の
若干の改編や増築等を盛り込んだ現況配置図を航
空写真（2004 年）を基にして作成した．それらの
写真や配置図及び文献調査による建設時期等の情
報に基づき，
・住棟建設の時期区分とその配置上の分類
・建物高さ（階数）の分類
・屋根形状の分類
・敷地境界の状況
・大型樹木の位置
・アイストップによるインクルーズド感
等を調査・分析し，本団地の都市景観が持つ空間
的特質の一端を明らかにする．なお，現地調査で
不足する情報は，グーグルアースのストリート
ヴューにより補足した．これは二次情報であるが，
航空写真等と同様に空間状況を把握する手段とし
て，信頼がおけると情報と考えた．
また，副島が「クルップ・コロニーの中でも最
もピクチャレスクな効果を持ち，伝統的な建築美
を意識して作られていた．破風や張り出し窓のつ
いたその様式はドイツの典型的な村落のイメージ
を投影したものだったが，擬中世的・ロマン主義
的で，真に労働者向けのデザインとは言い難かっ
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た．」1）と述べるデザインの細部を，ここでは検討
対象から外して，都市景観の骨格について考察を
加えることにする．景観を形成する骨格を見るこ
とで，より本質的な特質が理解できると考えたか
らである．
調査の範囲は，以下のとおりとする．当団地は
市内中心部からのホルシュターハウザー通りが
ミューレンバッハの谷を渡り，ゾンマーブルク通
りとなった両側を開いて建設された．建設は先ず
ゾンマーブルク通りの東側部分の，谷を渡った正
面から始められた．一方，米国の 1929 年からの
大恐慌を受け，欧州は 1931 年頃から大不況に陥
り，ドイツも同様の状況になった．従って，当団
地もこの時期には住棟の設計や配置が見直され，
団地景観は従前とは少し趣を異にし，比較的経済
性を重視した様相を呈している．そこで，本調査
では 1930 年以前に建設されたゾンマーブルク通
り以東の地区を対象とした．
団地の概要と略史
1．概要
当団地は，エッセン市中心部から南西に約
3.6Km 離れた，建設が決定された当時は全くの郊
外であったところに位置し，1909 年から 1938 年
にかけてドイツ工作連盟の一員であったゲオル
ク・メッツェンドルフが設計を主導して建設され
た．115ha の土地の内，50ha は手つかずの森とし
て残され，1938 年に 1,660 戸の規模を擁して完成
した．第二次世界大戦では多くの建物が破壊され，
住宅の 44％が住めなくなったが，戦後に再建・
補修されて，ほぼ従前に近い状態に戻されて現在
に至る．
2．略史
19 世紀後半から 20 世紀初頭にかけて，クルッ
プ社は多くの労働者団地を建設してきた．同社は
1875 年にエッセン市の広さが 9 平方キロであっ
たところ，同市内の社有地は 3 平方キロに及び 2），
産業経済面のみならず都市建設の面でも同市の発
展に大きく寄与をした．当団地以前の同社の住宅
団地は，居住者を従業員に限定したものであった
が，当団地は市民誰でもが住むことが出来る団地
として建設された．
フリードリッヒ・A・クルップの妻マルガレー
テが 1906 年に「マルガレーテ・クルップ住宅扶助
財団」を設立し，翌年にエッセンの南西部郊外に
団地の建設地を取得し，エッセン市に寄贈した．
1908 年には財団理事会がメッツェンドルフを主
建築家に指名した．計画が翌年 1 月に始まり，建
設は 9 月から開始された．1912 年には市街電車
がエッセン市中心部との間に敷設され，1914 年
の第一次世界大戦の開始時には全体の 42％が完
成していた．一方，1931 年の経済危機では，従
前とは異なる建設方法の採用が必要になった 3）．
ちなみに、1910 ～ 39 年にかけて同市の人口は
29.5 万人から 66.7 万人に増大した 4）．
第二次世界大戦終戦時には全住戸の 1/4 強が完
全に破壊され，1/7 弱が重大な 1/2 強が若干の損
傷を受け，住戸の 44％が住めなくなっていた．
復興には，資材と労働力が不足していたため，財
団は住民の自助による再建を奨励した．1951 年
になると戦争による街の被害は大きく改善され
た 5）．
調査と分析
1．建設年次・戸数とその時期区分
各棟が建設された時期を，時代の状況を勘案し，
参考文献 2）に掲載されている当団地の完成直後
に作成された配置計画図（Bestandsplan1939）及び，
1909 年～ 1938 年に渡る年毎に建設された棟数と
住戸数，住宅以外の建築の一覧を基に，以下の様
に区分した．それをプロットしたのが Fig.4 であ
る．
I． 建設は 1910 年から始まり，当初は非常な速
度で開発が進められた．1910 年から第一次世
界大戦が始まる前の時期は，建設戸数が年平均
で 100 戸近い．この時期を第一次世界大戦前期
とする．
II． 第一次世界大戦開始の 1914 年から帝政ドイ
ツ崩壊の 1918 年までを第一次世界大戦期とす
る．ドイツ全土では鉱工業生産は前期の半分
程度に落ちたが，この期の同団地の住宅建設
が年平均 84 戸と大した落ち込みを見せていな
いのは，軍需産業に直結した街での労働者優
遇策であったと推察される．
III． ベルサイユ講和条約締結の 1919 年から家賃
税導入直後の 1925 年までを第一次世界大戦直
後のハイパーインフレ期とする．この時期は
物価上昇により建設資材も高騰し，建設速度
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は従前の半分以下の年平均 38.3 戸となった．
但し，1921 年の建設量が年間 96 戸と突出し
ている点は，恐らく大戦終結とともに始まっ
た住宅不足に対応したゾンマーブルク通り沿
い西側の 4 階建て円弧状住棟が同年に完成し
たことによる 6）．なお，「一方戦後においては，
（中略）ルール工業地帯においては，戦後のエ
ネルギー不足の解消と賠償請求の弁済のため
に採炭の増産が必要となり，従業員の増大が
求められたことも地域特有の要因と指摘でき
る．」7）と大場が述べる点も，その要因の一つ
と考えられる．
IV． 1924 年導入の家賃税の税収は，助成金とし
て住宅建設部門に投入された．エッセン市に
おいても 1927 年から家賃税が廃止された
1931 年までの公的資金助成の概ね 49％が，家
賃税からの助成であった 8）．マルガレーテン
ヘーエの建設にこれらの公的助成が投入され
たか否かは定かではないが，住宅建設が大い
に刺激され，当団地でもこの時期の建設ペー
スは年平均 59 戸にまで回復した．この時期
を家賃税融資よる住宅建設刺激期とする．
V． 1929 年にニューヨークのウオール街に端を
発した大恐慌は，欧州にも飛び火し，1931 年
にオーストリア最大の銀行が破綻したのを
きっかけに，欧州経済が大混乱に陥った．こ
の年から，ナチスが台頭し第三帝国が成立し
た 1933 年までの間を大恐慌期とする．この時
期の建設戸数は年平均 32.3 戸にまで落ち込ん
だ．同時にこの期でメッツェンドルフが主導
した時代も終焉する．
VI． 1934 年から一応の建設完了を見た 1938 年
まではメッツェンドルフの同僚であった C. ミ
ンクが建設の指揮を執り，年平均の建設戸数
も 48.6 戸まで回復した．
Table  1.  建設年次と建設戸数・時期区分
期区分 建設年度 工期 棟数 住戸数 住宅以外の建築 備考
1909 渡河橋 準備期
Ⅰ
1910/11 1+2 128 165 ホール，交番，よろず屋
第一次世界大戦前期
92.5 戸／年
1912 3 91 116 市場（店舗，宿屋，組合店舗，噴水）
1913 4 67 89 管理棟
Ⅱ
1914 5 158 182
第一次世界大戦期
84 戸／年
1915 6 69 97
1916/17 7 70 108
1918 0 0
Ⅲ
1919/20 8 27 57 小スタジオ 4 棟
第一次世界大戦直後期
（ハイパーインフレ期）
38.3 戸／年
1921 9+10 16 96
1922 11 5 32
1923 12 4 18 彫刻工房
1924 13 7 30 カソリック臨時教会，プロテスタント祈祷所
1925 14 10 35 消費者事務所
Ⅳ
1926 15 9 29 警察署，郵便局
家賃税融資による住宅建設刺激期
59 戸／年
1927 16+17 27 76 作業所，小学校
1928 18+19 26 73 カソリック牧師館
1929 20+21 33 85 大型スタジオ , 修理工場 , 牧師館 , ユ スーホステル
1930 22a 12 32 印刷所，戦争記念碑
Ⅴ
1931/32 22b+23 20 65 大恐慌期
32.3 戸／年1933 24 8 32
Ⅵ
1934
25
26
9 36
記念碑
オフィスビルの拡張
終盤期
48.6 戸／年
1935 26 13 46
1936 27 13 52
1937 28 11 41
1938 29 18 68 カソリック教区ホール
合計 851 1660
建設年度毎の「棟数・住戸数・住宅以外の建築」は文献 2）による
D02816_大坪明.indd   3 2013/03/06   10:36:08
（大坪）
－4－
2．建物高さ（階数）
当団地の住棟には屋根裏部屋があり，それを階
に含めるのかどうかの判断が必要となる．基本的
には，勾配屋根に小さな屋根窓のみがつけられて
いる場合は階に含めず，屋根裏部屋だが，外部か
ら見て屋根面に壁の立ち上がりがあり，相応の大
きな窓が設けられ居室があると思われるものは，
0.5 階と考え下階の階数と合わせて，1.5 階，2.5 階，
3.5 階とした．Fig.5 はこれに従い各棟を分類した
ものである．
特殊な建築（宿や市場，教会）等を除き，住棟は
2 階～ 2.5 階が大半を占める．3 ～ 3.5 階の住棟が
時期区分Ⅲの第一次世界大戦直後期に，著しい住
宅不足を反映して建設されたことが特徴的であ
る．
階高は 1 層当り 3 m 程度，1 階の道路からのフ
ロアー高さは場所により変動するが 0.6 m 程度，
0.5 階の場合は屋根が急勾配なので，妻面はその
高さの半分程度として 2.5 ～ 3 m 程度，桁行方向
に破風がある場合は破風の高さを平均するとその
4分の1程度になるとして1.2～1.5 m程度とする．
これらは立面図で確認した（Fig.10）．桁行方向は
軒高を対象とした．
1 階：桁行面＝ 3.6 m，妻面＝ 6 ～ 6.5 m，
1.5 階：桁行面＝ 4.8 ～ 5.1 m，妻面＝ 6 ～ 6.5 m
2 階：桁行面＝ 6.6 m，妻面＝ 9 ～ 9.5 m
2.5 階：桁行面＝ 7.6 ～ 7.8 m，妻面＝ 8.6 ～ 9 m
3 階：桁行面＝ 9.6 m，妻面＝ 12 ～ 12.5 m
3.5 階：桁行面＝ 10.8 ～ 11.1 m，妻面＝ 12 ～ 12.5 m
道路幅員は，狭くても 6 m，広いところでは 13
～ 14 m あり，道路幅員との関係で D/H を考える
と，Ⅳ期のゾンマーブルク通りに面する 3.5 階の
建物と，12 m 程の道路を挟んで並びの 2.5 階の建
物の間での値が最も小さいと思われるが，それで
も 12/12 で D/H の値が 1 程度の関係である．道路
が狭い部分で2.5階の桁行面が並行するところも，
セットバックを含めると棟間隔は 10 m 近くあり，
これも 1 程度の D/H の値を持っている．この様
に建物と道路との関係で D/H は概ね 1 以上の値
を持ち，それほど窮屈ではない．しかし，一方で
道路沿いの樹木が成長し棟の高さを優に超えるも
のも多く，しかも道路上に枝葉を伸ばしているの
で，葉が茂ると道路幅員と樹木の高さとの関係で
の D/H は 0.3 以下というところも少なくない．そ
してこの建物と道路の関係のゆとり感と大木との
関係の緊張感が，当団地の中に全体として心地よ
りリズムをつくりだしている．
また，最大でも 3.5 階という高さは，窓と地面
の関係では上層階からも少し見下ろすだけで地面
が見え，地上との会話も交わすことができる距離
にあるということでもある．このことは，顔を見
て会話を交わすことが可能という面から，街とし
ての人の繋がり，即ち地域コミュニティーの強化
に役立つ．
3．屋根形状と破風の位置
基本となる屋根形状は，切妻（Satteldach），寄
棟（Walmdach），二段折屋根（Mansarddach）の三種
類で，これをプロットしたのが Fig.7 である．付
属する屋根窓も多様だが，これを無視して屋根の
基本形で分類すると，寄棟が圧倒的に多い．切妻
は時期区分Ⅰに比較的多く，時期区分Ⅱに若干採
用されている．マンサードタイプは象徴的にゲー
ト棟とその前の両側の小規模棟，学校前緑地の四
隅に配されたアトリエ棟に用いられている．
圧倒的に多い寄棟形式をもう少し詳細に分析
し，屋根窓や棟の形状で細分類したのが Fig.8 で
ある．その分布は，何か法則性がある様には見受
けられない．これらから判ることは，非常に多様
な屋根形式が採用されていることである．傾斜屋
根による全体の統一感の中に，様々な屋根形状の
オプションによる多様性が与えられている点が，
都市景観に統一性と多様性をもたらしていると言
うことが出来る．
破風の位置についても，第Ⅰ期と第Ⅱ期におい
ては，破風面が景観要素となっており，破風が造
り出すリズムが街路景観上の重要な役割を果たし
ていると言うことができる（Fig.1 参照）．
4．敷地境界の状態・大型樹木
敷地境界の内，ここでは道路と敷地との境界の
状況を指し，建物と道路の間がどの様なもので構
成されているかを調べた．それを状況により以下
の 7 種類に分類した．
A：敷地境界に石やコンクリートの固い塀や擁
壁があり，その奥に庭・樹木地がある状態
B：敷地境界に木製の柵があり，その奥に庭・
樹木地がある状態
A+B：固い立ち上がりの上部に木柵があり，そ
の奥に庭・樹木地がある状態
C：生垣が配されている状態
D1：建物が直接道路に面する状態
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D2：建物が道路からセットバックし，建物前
面に若干の緑地がある状態
この分類をプロットしたのが Fig.9 である．幹
線道路であるゾンマーブルク通りに沿う住棟で
も，直接道路に接する住棟もあれば，セットバッ
クした緑地を持つ住棟もある．内部の街区でもこ
のことは同様である．例えば，マルクト広場を囲
む建物を見てみると，正面性を持つ市場の建物お
よび，それに相対する宿屋の建物は，道路に直接
接し，一方，これらに挟まれた建物は，宿屋に面
するコーナー部に街路に面する庭を持ち，樹木が
植えられ大木に成長している．あるいは，グレベ
ル広場を囲む建物は，広場に面する面は直接広場
に接し，広場から出る道路沿いは木柵を持った庭
が建物前面にある．この様なことから見えること
は，道路に直接住棟が面する都市性と，庭の柵や
生垣，セットバックの緑地や大型樹木等が醸す田
舎風の雰囲気が適度に組み合わされていること
が，独特の街路景観を形成していることである．
それが田園都市と認定される所以でもあると推察
される．
5．アイストップによるインクルーズド感
道路パターンは格子状ではなく，屈曲やドッグ
レッグ，T 字交叉等が多用されて，視線の抜けを
遮断するアイストップが意識的に設けられてい
る．この様な T 字交叉やドッグレッグは，現在
の道路計画では車による出会いがしらの衝突等を
避けるために余り用いない．しかし，住宅地で車
の速度を落とすために有効だとも言える．当時，
車のことがほとんど考えられていなかったこと
は，駐車場（ガレージ）が用意されなかったことに
も伺われる．現在では一部にガレージが増築され
てはいるが，コモンスペースや緑地を駐車場に転
用したところがごくわずかで，大半が路上駐車で
ある．それは，欧州の歴史のある街がほとんどそ
うであるように，現実的な対応であるとともに，
車の通行以上に緑地，ひいては人を大事に考えて
いるということでもある．従って，車が普及して
いなかったとはいえ，この道路配置はむしろ人を
中心として考えられたもので，人の視線に立った
時の都市景観の見え掛かりを意識して採用された
と推察される．加えて高木も視線の遮蔽に寄与し
ている．アイストップとなる箇所と高木をプロッ
トしたのが，Fig.6 である．この様にアイストッ
プがあることにより囲われた空間領域を形成し，
その内に内包される親密感が与えられる．これは，
そこに住まう人たちに自らの街に対する近親感や
愛着を醸成するのに役立っているであろうと推察
される．
考察とまとめ
各棟が建設された時期区分と屋根形状や破風位
置を重ねると，初期の時期区分Ⅰと時期区分Ⅱ（第
一次世界大戦前期と大戦中）の建物が，きめ細か
くデザインされていることが判る．第一次世界大
戦前は建設当初の意気込みから当然としても，第
一次大戦中もかなりの速度で建設が進み，しかも
デザインがないがしろにされていない点は評価し
たい．一方，1931 年以後の大恐慌期や，それ以
降のメッツェンドルフの死後に C. ミンクが後を
継いだ終盤期のゾンマーブルク通り以西は，それ
以前に比べて経済性を重視した配置や住棟設計に
なっている様に見える．当団地の都市景観の特質
を以下に列挙する．
・傾斜屋根と 3.5 階以下の住棟による全体的統一
感．
・最大でも 3.5 階という高さは，上層階でも地上
との会話が可能で，人の繋がりづくりに貢献．
・建物高さと道路幅員の関係のゆとり感と，大木
による緊張感の組み合わせが，当団地の中に全
体として心地よりリズムを創出．
・屋根形状の多様性や，破風の配置によるリズム
といった，当団地のきめ細かいデザイン．
・道路に直接住棟が接する都市性と，庭の柵や生
垣，セットバックの緑地や大型樹木等が醸す田
舎風の雰囲気の混合が，当団地独特の景観を形
成．
・屈曲やドッグレッグ・T 字交叉等を多用した道
路配置は，アイストップによる領域の内包感を
付与．
当団地では上記の都市景観の特質が統合され
て，住民自身の街に対する愛着や親近感が醸成さ
れ，即ち地域コミュニティーが強化されていると
推察される．
一方，第二次世界大戦後の諸団地は，「Housing 
Blocks in the Park」を謳い文句にして，標準住棟の
羅列，高層棟による高密度高容積化，大規模なあ
るいは責任の所在が不明確なオープンスペースの
導入等により，多様なデザインの欠如，非人間的
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なスケールの空間の創出などの結果をもたらし
た．例えば 1 住棟の住戸数や階数と，ゴミの散乱，
落書きや破壊活動の量，要保護児童数，放尿等の
件数には，正の相関関係がある 9）と言うのは，大
規模化による非人間性の現れとも考えることが出
来る．
今後は，第二次世界大戦以前の団地を更に調査
し，これらの団地の特質を明確にしていくことに
する．
Fig.  1.  マルガレーテンヘーエの街並み
文　献
1 ）副島美由紀，「モダニズムが夢見たユートピア：ド
イツ田園都市建設の歴史（2）：労働者コロニーの建
設」， 小樽商科大学学術成果コレクション「人文研
究」97，p.157，（1999）
2 ）Andreas Helfrich, “Die Margarethenhöhe Essen – Ar-
chitekt und Auftraggeber vor dem Hintergrund der 
Kommunalpolitik Essen und der Firmenpolitik Krupp 
zwischen 1886 und 1914”, p25
3 ）現地の案内板に記載の年譜による．
4 ）Population statistics historical demography （Germany-
Essen）
5 ）Wulf Mämpel, „Margarethenhöhe Das Jahrhundertwerk
“, p175
6 ）Wulf Mämpel, „Margarethenhöhe Das Jahrhundertwerk
“, p166
7 ）大場茂明「戦間期ドイツにおける住宅政策の展開　
－ルール工業都市群を事例として－」，人文研究　
大阪市立大学文学部研究紀要　第 47 巻， p.342， 
（1995）
8 ）大場茂明「戦間期ドイツにおける住宅政策の展開　
－ルール工業都市群を事例として－」，人文研究　
大阪市立大学文学部研究紀要　第 47 巻， p351，
（1995）
9 ）Alice Coleman, “Utopia on Trial ―Vision and Reality 
in planned housing―”, pp57-62
D02816_大坪明.indd   6 2013/03/06   10:36:09
マルガレーテンヘーエ団地の都市景観の特質に関する調査研究
－7－
Fig.  3.  マルガレーテンヘーエ屋根伏図（部分）（筆者作成）
この図からも，建物や屋根形状，あるいは棟の方向性等の複雑な状況と，樹木が大きな景観上の要素
となっている点が理解できる．
Fig.  2.  マルガレーテンヘーエ配置図（2006 年時点）（筆者作成）
一点鎖線の赤枠は Fig.3 の範囲を示す
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Fig.  4.  建設年代別棟分類
団地のゾンマーブルク通りの東側は，概ね 1930
年以前に建設された地区であり，今回の調査対象
とした．
Fig.  5.  階数別棟分類
団地全体としては，ゾンマーブルク通り沿い等の
若干の事例を除いて，概ね 2.5 階以下の住棟で構
成されている．
Fig.  6.  高木の配置と、アイストップの構成状況
高木は，葉が茂る春夏秋には，大きなヴォリュー
ムとなりアイストップや視覚の焦点を構成する
が，冬季に葉が落ちると別の表情を見せる．その
景観上の変化も団地の大きな特徴となっている
Fig.  7.  屋根形状別棟分類
屋根形状は、寄棟が主体であるが，その屋根の一
部に破風が設けられ（図中▲印），複雑な形態の屋
根になっていることも，街の景観形成上の大きな
ポイントとなっている．
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Fig.  8.  寄棟屋根の棟別分類：複雑で多様な屋根形状が混在している様子が判る．
左図は，当団地のある 2 階建てで屋根裏に居室と思われる部屋
を持つ棟の立面図である．軒の高さ + アルファに 2.5 階分の建物
の高さを設定することで，概ね屋根の平均高さに相当する高さ
になる．この事例で言えば，一点鎖線より上の破風部分の面積
A と，一点鎖線より下の面積 B が，ほぼ等しくなる．当然屋根
形状により様々なケースがあり，一概にこの高さを一般化するこ
とは出来ないが，概ねこの程度の高さになると言うことは出来る．Fig.  10.  ある 2 階 + 屋根裏部屋の棟の立面図
寄棟の屋根形状の例と記号
B0 B0’
B1 B1’
B4’
B2’B2
B3
B4
Fig.  9.  敷地境界の状況：多用な敷地境界の状況は，都会性と田園性の双方をもたらす．
A1：塀・擁壁 A2：セットバック＋塀
B：格子塀 C：生場
A+B：擁壁＋格子塀
D1：セットバック無し D2：セットバックあり
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